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連結業績及び個別業績の前期実績との差異に関するお知らせ 
 

令和３年12月期（令和３年１月１日～令和３年12月31日）の連結業績及び個別業績につきまして、前期（令和

２年１月１日～令和２年12月31日）の実績と比較して差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 

１. 連結業績の前期実績との差異 

（１）令和３年 12月期連結業績と前期実績との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

一株当たり 

当期純利益 

前期実績（A） 

（令和２年 12月期） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

3,384 54 39 84 3.81 

当期実績（B） 

（令和３年 12月期） 
3,504 △102 △104 △106 △4.83 

増減額（B－A） 119 △156 △143 △190 － 

増減率（％） 3.5 － － － － 

 

（２）差異の理由（連結業績） 

売上高につきましては、MVNO 事業における携帯電話、SIM カードやモバイル WiFiルーターの月額利用料金

等ストック収益が順調に積み上がったこと等を主な要因として、前期実績より 3.5％の増加という結果にな

りました。 

営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益については、受託開発案件において顧客の予算

削減や IoT 投資の見送りなどにより開発案件の規模縮小や案件数の減少が発生したこと、また当期より販売

を開始した通信機能付ドライブレコーダー「AORINO」の販売不振を主な要因として、前期実績との比較にお

いて減益という結果となりました。 

 

２. 個別業績の前期実績との差異 

（１）令和３年 12月期個別業績と前期実績との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
一株当たり 

当期純利益 

前期実績（A） 

（令和２年 12月期） 

百万円 

784 

百万円 

△62 

百万円 

△66 

百万円 

△43 

円 銭 

△1.97 

当期実績（B） 

（令和３年 12月期） 
612 △103 △100 △70 △3.20 

増減額（B－A） △172 △41 △33 △27 － 

増減率（％） △22.0 － － － － 
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（２）差異の理由（個別業績） 

売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益につきましては、いずれも上記のとおり受託開発案件におい

て顧客の予算削減や IoT 投資の見送り等により、開発案件の規模縮小や案件数の減少が発生したこと等を主

な理由として、売上高については前期実績より 22.0％の減少、また各利益についても減益という結果になり

ました。 

 

 

以 上 


